
藤
村
発
行

「処
女
地
」
に
執
筆
し
た

〈無
名
〉
の
女
性
達

―

‐伊
東

英
子

・
林
真

珠
―

序

島
崎
藤
村
が
発
行
し
た
婦
人
雑
誌

「処
女
地
」
（大
ｎ

・
４
～
大
１２

・
１
。

全

一
〇
冊
）
に
執
筆
し
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
女
性
達
だ

っ
た
の
か
。
彼
女

達
が
執
筆
し
た
も
の
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
正
時
代
に
物
を
書

こ
う
と
し
た

〈無
名
〉
の
女
性
達
が
ど
の
よ
う
な
人
生
を
辿

っ
た
の
か
を
見

て
み
た
い
。
〈無
名
〉
の
人
達
は
、
歴
史
に
名
を
残
し
た
人
よ
り
も
進
か
に

多
く
、
現
在
の
我
々
か
ら
は
見
え
な
い
。
そ
れ
ら
の

〈無
名
）
の
人
達
の
足

跡
を
辿
る
こ
と
は
、
「処
女
地
」
の
多
様
性
と
意
義
を
再
検
討
す
る
だ
け
で

な
く
、
無
数
の

〈無
名
〉
の
人
達
の
存
在
と
そ
の
意
味
を
知
る
こ
と
に
つ
な

が
る
で
あ
ろ
う
。

「
処
女
地
」
に
書
い
た
女
性
達
の
大
半
は

「
処
女
地
」

一
誌
で
消
え
て
し

ま

っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
処
女
地
」
終
刊
号
に
付
け

ら
れ
た

「
附
録
　
本
誌
執
筆
者
別
総
目
録
」
に
掲
載
さ
れ
た
四
三
名
の
執
筆

者
の
う
ち
、　
一
一
名
は
大
き
な
文
学
事
典
等
に
項
目
の
あ
る
女
性
達
で
あ

っ

た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
以
外
の
女
性
達
も
他
の
雑
誌
に
作
品
を
掲
載
し
て
い
る

こ
と
を
、拙
論

「藤
村

『処
女
地
』
に
執
筆
し
た
無
名
の
女
性
達
・目
録
」
（「神

女
大
国
文
」
平
１９

・
３
）
、
「藤
村

『処
女
地
』
の
執
筆
者
―
―
補
遺
、
素
川

絹
子
」
（「神
女
大
国
文
」
平
２３

・
３
）
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
本
稿
で

は
、
別
名
が
判
明
し
た
伊
東
英
子
と
林
真
珠
に
つ
い
て
執
筆
目
録
を
大
幅
に

補
訂
し
た
い
。
そ
こ
か
ら
ズ
無
名
〉と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
略
歴
と
、
別
名
や
略
歴
判
明
に
至
っ
た
経
路
に
つ
い
て
記
す
。
そ

れ
か
ら
執
筆
目
録
を
掲
げ
る
。
日
録
中
、
執
筆
者
に
関
す
る
記
述
の
前
に
は

＊
を
付
け
て
批
評
や
動
静
を
記
し
、
著
書
に
は
●
を
付
し
た
。
月
刊
誌
の
発

行
日
は
、　
一
日
発
行
で
な
い
増
刊
号
の
み
記
し
た
。
作
品
名
は
本
文
中
の
題

を
記
し
、
特
集
名
な
ど
を

〈　
〉
で
囲
ん
だ
。
作
品
名
下
の

（　
）
内
の
ジ

ャ
ン
ル
名
は
目
次
に
よ
る
。

一
、
伊
東
英
子

明
治
二
三

［
一
八
九
〇
］
年

一
月

一
五
日
～
昭
和
四
九

［
一
九
七
四
］
年

七
月
三
〇
日
（後
述
③
に
よ
る
）
。
仙
台
市
光
禅
寺
通
り
生
ま
れ
。
旧
姓
伊
澤
。

永

渕

朋

枝
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父
の
長
兄
は
、
日
本
近
代
音
楽
教
育
の
も
と
を
つ
く
っ
た
伊
澤
修
二
、
父
の

弟
に
警
視
総
監
や
台
湾
総
督
な
ど
を
歴
任
し
た
多
喜
男

（劇
作
家
飯
沢
匡
の

父
）
が
い
る
。
父
伊
澤
富
次
郎
は
東
京
大
学
医
学
部
で
学
び
、
宮
城
医
学
校

助
教
諭
、台
湾
総
督
府
台
南
病
院
薬
局
長
を
経
て
、東
京
市
下
谷
区
竹
町

（現

台
東
区
台
東
）
で
眼
科
医
院
を
開
業
し
た
。
英
子
は
満
四
歳
ま
で
仙
台
で
育

ち
、
そ
の
後
各
地
に
移
住
し
た
が
、
東
京
の
下
町
生
活
が
長
い
。
六
歳
下
の

妹
は
、
宇
野
浩
二

『苦
の
世
界
』
等
の
モ
デ
ル
伊
澤
き
み
子
。
英
子
は
、
明

治
四
五
年
頃
か
ら
伊
澤
み
ゆ
き
の
名
で
「少
女
画
報
」
に
少
女
小
説
を
書
き
、

人
気
が
あ
っ
た
。
「青
轄
」
「演
芸
画
報
」
に
も
濱
野
ゆ
き
の
名
で
小
説
や
劇

評
を
発
表
し
た
。
大
正
七
年
頃
、
伊
東
六
郎
と
結
婚
。
六
郎
は
、
チ
ェ
ー
ホ

フ
の
翻
訳
書
等
を
出
し
た
後
、
「中
外
」
（大
６

・
１０
～
大
８

・
４
、
続
刊
大

１０

・
６
、
８
）
の
編
集
委
員
と
な
っ
た
。
大
正
八
年

一
月
に
は
六
郎
と
英
子

の
名
が

「中
外
」
編
輯
部

一
二
名
の
中
に
あ
る
。
そ
の
後
、
六
郎
は
松
竹
キ

ネ
マ
外
国
部
等
、
外
国
映
画
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
。
大
正

一
三
年
、
英
子
は

映
画
の
カ
ッ
ト
を
描
い
て
い
た
須
田
鐘
太

（
の
ち
大
映
取
締
役
）
と
再
婚
。

そ
の
後
も

「赤
い
鳥
」
「処
女
地
」
「若
草
」
等
に
執
筆
し
た
が
、
昭
和
四
年

以
降
の
執
筆
が
判
明
し
た
も
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
数
編
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
英
子
の
別
名

・
略
歴
判
明
に
至
っ
た
、
三
つ
の
経
路
に
つ
い
て

記
し
て
お
き
た
い
。

①
　
英
子
が

「処
女
地
」
以
外
に
も
、
「赤
い
鳥
」
や

「少
女
倶
楽
部
」
等

に
童
話
等
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
出
拙
稿
に
よ
っ
て
指
摘

し
た
。
さ
ら
に
、
「中
外
」
（大
８

・
１

・
１
）
掲
載

「編
輯
部
」
に
名
前
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
小
寺
菊
子

「
現
代
の
若
き
女
流
作
家
」
（「
中
央
文
学
」
大
９

・

６
）
に
お
け
る
次
の
記
載
か
ら
、
英
子
が

「伊
澤
み
ゆ
き
」
と
い
う
別
名
で

「少
女
画
報
」
に
書
い
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

伊
東
英
子
さ
ん
が
昨
年
二
田
文
学
に
一
つ
発
表
さ
れ
た
さ
う
で
す
が

…
…
此
作
者
は
元
伊
澤
み
ゆ
き
さ
ん
と
云
つ
て
少
女
画
報
に
少
女
小
説

を
書
い
て
ゐ
ら
れ
た
の
で
、
当
時
ち
よ
い
／
ヽ
読
ん
で
ゐ
ま
し
た
。
前

の
吉
屋
さ
ん
の
や
う
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
極
め
て
優
し
い
筆
を
持
つ
て
ゐ

ら
れ
ま
す
が
、
文
章
が
ず
つ
と
洗
練
さ
れ
て
、
若
々
し
く
調
子
づ
い
て

ゆ
く
な
ど
ヽ
い
ふ
境
地
か
ら
、
す
う
か
り
進
ん
で
ゐ
ら
れ
ま
す
。
大
変

に
名
文
家
で
あ
つ
た
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。

②
　
「少
女
画
報
」
に
書
い
た
伊
澤
み
ゆ
き
に
つ
い
て
、
福
田
委
千
代

「少

女
小
説
の
系
譜
―
―

『少
女
画
報
』
と
伊
澤
み
ゆ
き
」
（「学
苑
」
平
２３

・

９
）
が
発
表
さ
れ
た
。

一
定
期
間
を
そ
れ
な
り
に
活
躍
し
な
が
ら
も
、
ど
う
い
う
来
歴
の
持
ち

主
か
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
い
ま
ま
消
え
て
い
っ
て
し
ま
う
人
物
は
少
な

く
な
い
。
「少
女
画
報
」
に
お
け
る
伊
澤
み
ゆ
き
も
、
そ
の
一
人
で
あ
る
。

と
し
た
上
で
福
田
氏
は
、
「少
女
画
報
」
の
看
板
作
家
、
徳
田
秋
声
門
下
の

間
秀

・
尾
島

（の
ち
小
寺
）
菊
子
を
時
に
差
し
置
く
か
の
よ
う
な
読
者
の
支

持
を
受
け
、
文
章
や
ス
タ
イ
ル
が
吉
屋
信
子
の

「花
物
語
」
に
通
じ
る
、
伊

澤
み
ゆ
き
の
五
五
篇

（明
４５

・
７
か
ら
ほ
ぼ
毎
月
大
５

・
１２
ま
で
掲
載
）
の

分
析
を
し
た
。

福
田
氏
は
さ
ら
に
、
川
西
政
明

『新

・
日
本
文
壇
史
　
第
二
巻
』
（岩
波
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書
店
　
平
２２
・４
）
に
伊
澤
み
ゆ
き
が
、宇
野
浩
二
「苦
の
世
界
」
「人
心
」
「軍

港
行
進
曲
」
な
ど
の
モ
デ
ル
伊
澤
き
み
子
の
姉
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
き
み
子
は
、
父
が
医
者
、
叔
父
は
警
視
総
監
の
家
庭
に
育
ち
な
が
ら
、

十
六
七
の
頃
か
ら
家
出
を
繰
り
返
し
て
私
娼
に
身
を
落
と
し
、
宇
野
と
の
貧

窮
し
た
同
棲
生
活
か
ら
再
び
芸
者
に
出
、
そ
の
後
に
自
殺
し
た
、
ヒ
ス
テ
リ

ー
の
女
性
で
あ
る
。
き
み
子
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
宇
野
浩
二
研
究
で
か
な

り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

き
み
子
は
、
姉
の
影
響
で
少
女
雑
誌
を
読
む
習
慣
が
あ
っ
た
の
で
、
宇
野

が

「揺
藍
の
唄
の
思
ひ
出
」
（「少
女
の
友
」
大
４

・
５
）
の
作
者
と
知
っ
て

惹
か
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
宇
野
が
新
進
作
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し

た

「苦
の
世
界
」
（大
８
・
９
～
大
１０
・
１
。
「解
放
」
等
）
に
、
「彼
女
の
姉

は
、
毎
月
か
ら
う
じ
て
一
種
の
雑
誌
に
、
彼
女
の
お
伽
噺
と
そ
の
名
前
と
が

見
い
だ
さ
れ
る
ほ
ど
の
、
ま
だ
ほ
ん
の
無
名
の
女
流
文
士
」
（『宇
野
浩
二
全

集
　
第

一
巻
』
中
央
公
論
社
　
昭
４７

・
４
）
と
あ
る
。
英
子
は
、
こ
の
姉
の

モ
デ
ル
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

③
　
青
空
文
庫
に
収
録
す
る
た
め
の
没
年
調
査
に
関
わ
っ
て
、
ネ
ッ
ト
上

に

「伊
東
英
子
を
さ
が
せ
　
そ
の
１
～
３
」
（岡
本
正
貴
　
平
２４

・
８

・
１０
、

１３
、

１８
投
稿
。
ｒ
Ｃ
＼̈＼く
く
Ｆ
”ｏ
ＮＯヽ
Ｐ
鴨
」０
ヽ

，ｏ
Ｎｏ
Ｓ
σ
】ｏ
ｍ
ヽ
ぽ
＝
∞∞
Φ
、
∞
∞い
、

Φ∞
い
。
平
２５

・
７

・
２２
閲
覧
）
が
展
開
さ
れ
た
。
岡
本
氏
は
、
ｏ
８
Ｌ
ｏ
ブ
ッ

ク
ス
な
ど
を
使
っ
て
、
岩
野
泡
鳴
の
日
記
に
伊
東
英
子
が
訪
問
し
た
と
あ
る

こ
と
を
見
出
し
た
。
ま
た

『文
芸
年
鑑
』
大
正
１５
年
版

（二
松
堂
　
大
１４

・

３
）
「文
士
録
」
の
次
の
記
載
を
見
出
し
た
。

伊
東
英
子
　
別
名
濱
野
ゆ
き
。
旧
姓
伊
澤
。
松
竹
キ
ネ
マ
社
員
六
郎
氏

夫
人
。
明
治
二
十
三
年

一
月
十
五
日
仙
台
市
に
生
る
。
数
篇
の
小
説
の

作
あ
り
。
旧

『処
女
地
』
同
人
。
現
在
、
東
京
市
赤
坂
区
田
町
七
丁
目

３
番
地

そ
し
て
、
「濱
野
ゆ
き
」
「伊
澤
英
子
」
と
い
う
別
名
か
ら
、
英
子
が

「女
子

文
壇
」
「青
轄
」
「演
芸
画
報
」
に
も
執
筆
・し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、

田
村
俊
子
の
私
小
説
的
小
説

「胞
烙
の
刑
」
（「中
央
公
論
」
大
３

・
４
）
に

描
か
れ
た
人
妻
と
若
い
男
と
夫
の
三
角
関
係
に
お
け
る
若
い
宏
三
の
モ
デ
ル

が
、
夫
と
な
っ
た
伊
東
六
郎
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
大

正

一
三
年
に
西
宮
に
居
た

「
キ
ネ
マ
旬
報
」
の
出
資
者

・
六
郎
と
英
子
の
家

に
山
本
嘉
次
郎
と
須
田
鐘
太
が
レ
コ
ー
ド
を
聴
き
に
押
し
か
け
て
い
た
が
、

そ
の
鐘
太
と
英
子
が
恋
仲
に
な
り
、
六
郎
に
許
さ
れ
て
二
人
は
東
京
で
結
婚

し
、
生
涯
を
共
に
し
た
こ
と
、
鐘
太
が
後
に
大
映
取
締
役

・
大
映
東
京
撮
影

所
長
を
つ
と
め
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
岡
本
氏
の
投
稿

へ
の

コ
メ
ン
ト

（平
２５

・
２

・
２１
）
に
よ
っ
て
、
英
子
の
没
年
が
昭
和
４８
年
７
月

２０
日
と
さ
れ
た
。

以
下
、
福
田
氏
の
論
文
で
言
及
さ
れ
て
い
る
作
品
名
の
右
に

「
＊
」
、
岡

本
氏
の
指
摘
に
よ
る
も
の
に

「
＊
＊
」
を
付
す
。

心
の
花
　
　
１２
‐
８
　
明
４１

・
８
　
伊
澤
英
子

「祖
父
様
」

女
子
文
壇
　
５
，
７
　
明
４２

・
５
・
１５
増
刊

「秀
逸
」
の
部
に
、
ひ
つ
じ

ぐ
さ

「笑
」

／

「
日
課
表
」
の
中
に

「伊
澤
英
子
　
雅
号
ひ
つ
じ
ぐ
さ

十
九
歳
／
　
岐
阜
市
／
　
叔
母
、
従
妹
、
自
分
、
女
中
／
　
朝
叔
母
の

看
病
の
ひ
ま
／
ヽ
に

「文
章
世
界
」
「窓
」
を
読
む
／
　
午
後
漸
く
脱
稿
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せ
し

「小
説
」
と

「美
文
」
を
新
作
家
に
投
ず

（本
増
刊
号
の
名

「新
作

家
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
‥
論
者
注
）

東
京
の
母
へ
叔
母
の
病
症
を

報
ず
　
夜
は
従
妹
の
学
科
を
復
習
し
や
る
　
雨
し
と
／
ヽ
と
訪
づ
れ
て
都

こ
ひ
し
く
母
こ
ひ
し
く
涙
落
つ
」

東
亜
之
光
　
４
‐
１０
　
明
４２

・
１０
　
伊
澤
英
子

「昔
の
友
」
（「想
華
」
欄
）

ム
ラ
サ
キ
　
６

１
１１
　
明
４２

・
Ｉ
　
伊
澤
英
子

「小
説
　
洋
傘
」
（鏑
木
清

方
画
）

心
の
花
　
　
１３
‐
１２
　
明
４２

・
１２
　
伊
澤
英
子

「冬
」
（小
説
）

心
の
花
　
　
１５
‐
４４
　
明
４４

・
４
　
伊
澤
英
子

「昨
日
ま
で
」

＊
東
京
日
日
新
聞
　
　
明
４４

・
４

・
１４
朝
　
春
鈴
生

「四
月
の
文
芸
」

少
女
画
報
　
１
‐
７
　
明
４５

，
７
　
み
ゆ
き
女

「お
土
蔵
の
二
階
」

少
女
画
報
　
１
‐
９
　
大
元

・
９
　
み
ゆ
き
女

「少
女
小
説
　
撞
初
の
日
」

少
女
画
報
　
１
‐
１０
　
大
元

・
１０
　
み
ゆ
き
女

「小
説
　
た
そ
が
れ
」

少
女
画
報
　
１
‐
Ｈ
　
大
元

・
１１
　
み
ゆ
き
女

「少
女
対
話
　
丹
波
ほ
ゝ
づ

き
」
（以
下
、
「対
話
」
は
戯
曲
風
の
作
品
）

少
女
画
報
　
１
‐
１２
　
大
元

・
１２
　
み
ゆ
き
女

「少
女
小
品
　
手
紙
」

少
女
画
報
　
２
‐
１
　
大
２
・１
　
み
ゆ
き
女

「少
女
小
品
　
春
の
灯
の
街
」

少
女
画
報
　
２
‐
２
　
大
２

・
１

・
５
増
刊
　
み
ゆ
き
女

「少
女
小
説
　
と

け
ぬ
謎
」

少
女
画
報
　
２
‐
３
　
大
２

・
２
　
み
ゆ
き

「少
女
対
話
　
弱
き
笑
み
」

少
女
画
報
　
２
‐
５
　
大
２

・
４
　
み
ゆ
き

「旅
の
記
憶
」

少
女
画
報
　
２
‐
６
　
大
２
・５
　
み
ゆ
き

「少
女
対
話
　
そ
の
夜
の
こ
と
」

少
女
画
報
　
２
‐
７
　
大
２

・
５

・
１０
増
刊
　
み
ゆ
き

「対
話
　
少
女
な
れ

ば
」

少
女
画
報
　
２
‐
８
　
大
２

・
６
　
み
ゆ
き
女

「少
女
小
説
　
子
守
唄
」

少
女
画
報
　
２
‐
９
　
大
２

・
７
　
み
ゆ
き
女

「少
女
対
話
　
ま
ぼ
ろ
し
」

少
女
画
報
　
２
‐
１０
　
大
２

・
８
　
み
ゆ
き

「根
岸
よ
り
」

少
女
画
報
　
２
‐
ｎ
　
大
２

・
９
　
み
ゆ
き

「町
子
の
日
記
」

女
学
世
界
　
１３
‐
１３
　
大
２

・
１０
　
濱
野
み
ど
り

「稚
子
の
記
憶
」
（光
禅

寺
通
り
で
生
ま
れ
、
五
歳
の
冬
に
京
都
御
所
の
近
く
に
移
っ
て
幼
稚
園
に

通
っ
た
と
あ
る
）

少
女
画
報
　
２
‐
１３
　
大
２

・
１０

・
Ю
増
刊
　
み
ゆ
き

「少
女
小
説
　
無
花

果
の
家
」

少
女
画
報
　
２
‐
１４
　
大
２

・
■
　
み
ゆ
き

「木
犀
匂
ふ
頃
」

＊
青
轄
　
　
３
‐
ｎ
　
大
２

・
■
　
「新
入
補
助
団
員
　
濱
野
雪
」

演
芸
画
報
　
７
‐
１２
　
大
２

・
１２
　
み
ど
り
子

「
『丁
字
み
だ
れ
』
の
印
象

下
谷
　
み
ど
り
子
」
（「赤
き
実

（ク
ラ
ブ
欄
よ
り
抜
率
の
投
書
）」
欄
）

少
女
画
報
　
２
‐
１５
　
大
２

・
１２
　
み
ゆ
き

「忘
れ
え
ぬ
悌
」

少
女
画
報
　
３
‐
１
　
大
３

・
１
　
み
ゆ
き
女

「除
夜
の
鐘
」

演
芸
画
報
　
８
‐
１
　
大
３

・
１
　
み
ど
り
子

「
舞
踊
研
究
会
の

一
夜

（―
―
歌
舞
伎
座
の
―
―
）」

少
女
画
報
　
３
‐
２
　
大
３

・
２
　
み
ゆ
き

「少
女
対
話
　
白
梅
月
夜
」

少
女
画
報
　
３
‐
３
　
大
３

・
３
　
み
ゆ
き

「闇
に
居
て
」

少
女
画
報
　
３
‐
４
　
大
３

・
４
　
み
ゆ
き

「春
の
夜
」

青
幡
　
　
　
４
‐
４
小
説
号
　
大
３

・
４
　
濱
野
雪
　
「蝙
蝠
」

＊
帝
国
文
学
　
大
３

・
５

・
１
　
石
坂
養
平

「
四
月
の
文
壇
」

青
轄
の
十
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編
の
作
品
に
つ
い
て
の
評
。
「
蝙
蝠
」
は

「
明
か
に
鏡
花
張
り
で
あ
る
。

部
分
的
に
い
ゝ
所
が
あ
つ
た
」
。
「
此
等
の
作
の
多
く
は
若
い
男
女
の
恋
愛

を
描
い
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
青
轄
主
義
と
も
云
ふ
べ
き
女
の
自
覚
が

余
り
出
て
ゐ
な
い
」

＊
青
幡
　
　
４
‐
５
　
大
３

・
５

「青
鞘
社
補
助
団
員
名
簿
」
「
乙
種
会
員
」

に

「濱
野
雪
」

少
女
画
報
　
３
‐
５
　
大
３

・
５
　
み
ゆ
き

「少
女
小
説
　
捨
犬
」

＊
少
女
画
報
　
３
‐
５
　
大
３

・
５

「紅
の
花
会
」
（グ
ラ
ビ
ア
）

（三
月

二

一
日
愛
読
者
の
会
の
遠
足
。
「
珍
し
く
も
客
員
と
し
て
岡
落
葉
先
生
、

み
ゆ
き
女
さ
ん
も
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
」
と
あ
り
、
「
み
ゆ
き
さ
ん
」

達
の
丸
写
真
が
誌
面
中
央
に
あ
る
）

少
女
画
報
　
３
‐
６
　
大
３

・
５

・
５
増
刊
　
み
ゆ
き
女

「少
女
ス
ケ
ツ
チ

愛
ち
や
ん
の

一
日
」

＊
少
女
画
報
　
３
‐
６
　
大
３

・
５

・
５
増
刊
　
と
み
子
す
え
子

「紅
の
花

会
の
記
」

我
川
先
生
の
お
宅
で

「
み
ゆ
き
様
と
お
妹
さ
ん
と
そ
れ
か
ら

お
友
達
」
に
紹
介
さ
れ
た
。
三
月
二
十

一
日
の
会
。

演
芸
画
報
　
８
‐
６
　
大
３

・
６
　
濱
野
ゆ
き

「素
が
ほ
」
（市
川
左
団
次

と
松
蔦
、
中
村
翫
助
、
中
村
吉
右
衛
門
）

少
女
画
報
　
３
‐
７
　
大
３

・
６
　
み
ゆ
き

「美
智
さ
ま
参
る
」

少
女
画
報
　
３
‐
８
　
大
３

・
７
　
み
ゆ
き

「少
女
対
話
　
わ
か
れ
路
」

少
女
画
報
　
３
‐
９
　
大
３

・
８
　
み
ゆ
き

「行
き
ず
り
に
」

少
女
画
報
　
３
‐
９
　
大
３
・８
　
（筆
者
記
載
な
し
）
「愛
ち
や
ん
の
日
記
」

（大
３

・
５

・
５

「愛
ち
や
ん
の

一
日
」
等
に
近
く
、
明
る
い
も
の
）

大
３

・
９
　
濱
野
ゆ
き

「国
太
郎
さ
ん
へ
」
（河
原

大
３

・
９

大

３

・

１０

み
ゆ
き

「あ
る
夜
の
こ
と
」

濱
野
雪

「
こ
ど
も
役
者
の
群
れ

（昔
の

大
３

・
１０
　
み
ゆ
き

「秋
の
た
よ
り
」

大
３
・１０
　
（筆
者
記
載
な
し
）
「引
越
し
の
日
」
（日

次
号
と
同
じ
く

「愛
ち
や
ん
」
が
主
人
公
。）

大
３

・
１０
・
５
増
刊
　
み
ゆ
き

「愛
ち
や
ん
の
日

大
３

・
■
　
み
ゆ
き

「少
女
対
話
　
八
ツ
手
の
蔭
に

大
３

・
Ｈ
　
愛
ち
や
ん
記

「失
策
日
記
」

大
３

・
１２
　
濱
野
雪

「は
つ
秋
」
（小
説
）

大
３

・
１２
　
み
ゆ
き

「冬
の
雨
」

大
４

・
１
　
濱
野
雪

「狂
言
座
の
初
日
に
」

大
４

・
１
　
み
ゆ
き

「十
七
の
春
を
迎
へ
て
」

大
４

・
２
　
み
ゆ
き

「三
ツ
の
赤
い
封
筒
」

大
４

・
５
　
み
ゆ
き

「桜
ち
る
頃
―
―
葉
子
の
日
記

大
４

・
５
　
濱
野
ゆ
き

「
こ
ゝ
の
つ
の
頃
」
（小
説
）

大
４

・
６
　
み
ゆ
き

「夢
に
あ
ふ
ひ
と
」

大
４

・
７
　
濱
野
雪

「真
実
の
心
よ
り
」
（小
説
）

演
芸
画
報
　
８
‐
９

崎
国
太
郎
）

少
女
画
報
　
３
‐
１０

演
芸
画
報
　
８
‐
Ю

歌
扇
さ
ま

へ
）
」

少
女
画
報
　
３
‐
ｎ

少
女
画
報
　
３
ｉ
ｎ

次
で
は

「
雪
子
」
。

少
女
画
報
　
３
‐
１２

曜
」

少
女
画
報
　
３
‐
１３

て
」

少
女
画
報
　
３
‐
１３

青
轄
　
　
　
４
‐
ｎ

少
女
画
報
　
３
‐
１４

演
芸
画
報
　
２
‐
１

少
女
画
報
　
４
‐
１

少
女
画
報
　
４
‐
２

少
女
画
報
　
４
‐
５

１
１
」

青
轄
　
　
　
５
‐
５

少
女
画
報
　
４
‐
６

青
幡
　
　
　
５
‐
７
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少
女
画
報
　
４
‐
７
　
大
４

・
７
　
伊
澤
み
ゆ
き

「半
四
郎
が
の
こ
」

少
女
画
報
　
４
‐
８
　
大
４

・
８
　
伊
澤
み
ゆ
き

「花
火
の
夜
」

青
轄
　
　
　
５
‐
８
　
大
４
・９
　
濱
野
雪

「七
月
末
の
日
記
よ
り
」
（日
記
）

少
女
画
報
　
４
‐
９
　
大
４

・
９
　
伊
澤
み
ゆ
き

「
は
つ
も
と
ゆ
ひ
」

少
女
画
報
　
４
‐
１０
　
大
４

・
１０
　
伊
澤
み
ゆ
き

「青
い
橘
」

―

同
号

に

「少
女
画
報
主
筆
我
川
高
橋
昌
徳
君
永
々
病
気
の
処
」
秋
田
に
て
死
去

と
い
う

「謹
告
」
掲
載
。

青
轄
　
　
　
５
‐
１０
　
大
４

・
Ｉ
　
濱
野
雪

「夜
か
ら
朝
へ
」
（小
説
）

＊
時
事
新
報
　
大
４

・
■

・
４

「
〈十

一
月
の
雑
誌
か
ら
〉
青
轄
」

「濱
野

雪
子
女
史
の

『夜
か
ら
朝
へ
』
は
、
描
写
に
む
ら
が
多
い
」

少
女
画
報
　
４
‐
ｎ
　
大
４

・
ｎ
　
伊
澤
み
ゆ
き

「秋
の
家
よ
り
」

少
女
画
報
　
４
‐
１２
　
大
４

・
１２
　
伊
澤
み
ゆ
き

「散
る
山
茶
花
」

少
女
画
報
　
５
‐
Ｈ
　
大
５

・
１
　
伊
澤
み
ゆ
き

「初
春
の
雪
」

少
女
画
報
　
５
‐
２
　
大
５

・
２
　
伊
澤
み
ゆ
き

「椿
の
島
へ
」

少
女
画
報
　
５
‐
３
　
大
５

・
３
　
伊
澤
み
ゆ
き

「春
や
む
か
し
の
―

み

ど
り
の
追
憶
―
―
」

少
女
画
報
　
５
‐
４
　
大
５

・
４
　
伊
澤
み
ゆ
き

「小
さ
な
物
語
」

少
女
画
報
　
５
‐
５
　
大
５

・
５
　
伊
澤
み
ゆ
き

「春
も
逝
く
」

少
女
画
報
　
５
‐
６
　
大
５

・
６
　
伊
澤
み
ゆ
き

「水
無
月
日
記
」

趣
味
之
友
　
２
‐
７
　
大
５

・
７
　
濱
野
雪

「雨
の
夜
に
」

少
女
画
報
　
５
‐
７
　
大
５

・
７
　
伊
澤
み
ゆ
き

「梶
の
葉
に
」
―
―
同
号

に
吉
屋
信
子

「
花
物
語
　
そ
の

一　
鈴
蘭
」
、
田
村
俊
子

「
私
の
人
形
」

掲
載

少
女
画
報
　
５
‐
７
　
大
５

・
７
　
ゆ
き
子

「夕
涼
み
」

少
女
画
報
　
５
‐
８
　
大
５

・
８
　
伊
澤
み
ゆ
き

「ま
た
遭
ふ
ま
で
」

少
女
画
報
　
５
‐
８
　
大
５

・
８
　
ゆ
き
子

「海
の
風
」

少
女
画
報
　
５
‐
９
　
大
５

・
９
　
伊
澤
み
ゆ
き

「星
の
流
る
ゝ
夜
」

少
女
画
報
　
５
‐
１０
　
大
５

・
Ю
　
伊
澤
み
ゆ
き

「
コ
ス
モ
ス
の
散
る
夜
に
」

少
女
画
報
　
５
‐
ｎ
　
大
５

・
Ｉ
　
伊
澤
み
ゆ
き

「そ
の
夜
の
謎
」

少
女
画
報
　
５
‐
１２
　
大
５

・
１２
　
伊
澤
み
ゆ
き

「霧
の
夜
」

演
芸
画
報
　
５
‐
４
　
大
７

・
４
　
濱
野
ゆ
き

「浪
子
と
丁
山
と
」
（「不
如

帰
」、
「通
夜
物
語
」
の
新
派
劇
）

演
芸
画
報
　
５
‐
５
　
大
７

・
５
　
濱
野
ゆ
き

「観
音
劇
場
の
楽
屋
に
て
」

（
英

百
合
子
、
武
田
正
憲
）

＊
赤
い
鳥
　
１
‐
５
　
大
７
・Ｈ
　
「賛
助
読
者
名
簿
（三
Ｘ
申
込
順
）」
に
「伊

東
英
子

（幹
事
）
」

＊
中
外
　
　
３
‐
１
　
大
８

・
１

「編
輯
部
」
に
、
伊
東
六
郎
、
伊
東
英

子
等
の
名
が
あ
る
。

＊
中
外
　
　
３
‐
１
　
大
８

・
１

「懸
賞
小
説
」
第
三
回
選
者
島
崎
藤
村

の

「応
募
小
説
を
読
む
」
に
あ
る
、
「佳
作
」
「
『傷
つ
け
る
た
ま
し
ひ
」
（下

谷
　
水
島
す
み
子
）」
評
中
の
引
用
文
か
ら
、
「傷
つ
け
る
た
ま
し
ひ
」
が

翌
月

「三
田
文
学
」
掲
載
の

「病
め
る
こ
ゝ
ろ
」
の
も
と
と
な
っ
た
英
子

の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
日
文
学
　
１０
‐
２
　
大
８

・
２
　
伊
東
英

「病
め
る
こ
ゝ
ろ
」
（小
説
）

＊
時
事
新
報
　
大
８

・
２

・
７
朝
　
吉
田
絃
二
郎

「雪
空
の
下
に
て

（四
）
」

「作
者
の
お
静
に
対
す
る
理
解
が
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
作
品
の
な
か
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の
或
る
女
を
思
は
せ
る
や
う
な
点
が
あ
つ
た
。
妹
の
た
め
に
つ
け
髭
を
密

と
遺
し
て
行
く
心
も
い
ぢ
ら
し
く
思
は
れ
た
。
た
ゞ
信

一
だ
け
は
他
の
性

格
を
は
つ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
少
し
無
理
に
描
か
れ
た
や
う
な
気
が
し
な

い
で
も
な
か
つ
た
。
」

赤
い
鳥
　
　
２
‐
４
　
大
８

・
４
　
伊
東
英
子

「弱
虫
」

演
芸
画
報
　
６
‐
６
　
大
８

・
６
　
濱
野
ゆ
き

「
〈花
形
役
者
月
旦
〉
男
女

蔵
の
こ
と
」

＊
赤
い
鳥
　
３
‐
１
　
大
８
・７

「
〈通
信
〉
祝

『赤
い
鳥
』
一
周
年
」
に
「伊

東
英
子
」
。
　

―

三
周
年

（大
１０
・
７
）
、
四
周
年

（大
ｎ
・
７
）
、
五
周

年

（大
１２

・
７
）
も
同
様
。
二
周
年

・
六
周
年
に
は

「祝
」
の
記
事
が
な

く
、
二
周
年
の

「
『赤
い
鳥
』
賛
助
幹
事
名
簿
」
に
伊
東
英
子
の
名
が
あ
る
。

三
田
文
学
　
１０
‐
１０
　
大
８

・
１０
　
伊
東
え
い

「最
初
の
憂
鬱
」
（小
説
）

＊
読
売
新
聞
　
大
８
・１０
・Ｈ
朝
　
上
司
小
剣

「仲
秋
の
創
作
を
読
む

（八
）
」

中
、
「女
流
作
家
出
で
よ
」
に

「伊
東
氏
は
ま
だ
若

い
人
ら
し
く
、
箸
の

こ
け
た
の
も
可
笑
し
い
と
言
つ
た
様
な
感
情
が
、
柔
ら
か
く
出
て
ゐ
る
。

何
処
と
な
く
少
女
小
説
の
様
な
無
邪
気
さ
が
あ
る
の
も
い
ヽ
」
。

＊
三
田
文
学
　
１０
‐
１１
　
大
８

・
■
　

一
記
者

「
寄
贈
せ
ら
れ
た
雑
誌
」

「伊
東
ひ
で
子
女
史
の

『最
初
の
憂
鬱
』
は
、書
き
出
し
が
非
常
に
う
ま
い
。

女
性
で
な
け
れ
ば
と
て
も
書
け
な
い
フ
レ
ツ
シ
ユ
な
感
覚
描
写
が
あ
つ
て

感
心
し
た
。
し
か
し
、
『
二
』
以
下
が
ま
る
で
駄
目
だ
。
書
か
う
と
す
る

こ
と
を
本
当
に
シ
ツ
カ
リ
把
握
し
て
ゐ
な
い
。
ど
つ
ち
か
と
言

へ
ば
、
こ

の
前
発
表
し
た
作
の
方
が
優
れ
て
ゐ
る
。
」

新
演
芸
　
　
４
‐
１２
　
大
８

・
■
　
伊
東
英
子

「あ
る
女
の
手
紙
」

＊
岩
野
泡
鳴

「巣
鴨
日
記
第
三
」
（『岩
野
泡
鳴
全
集
　
第
十
四
巻
』
臨
川
書

店
　
平
８

・
６
）
に
、
「伊
東
英
子
来
訪
」
（大
８
・
４

・
２９
）、
「昨
日
伊

東
英
子
氏
の
小
説
原
稿
を
改
造
社
の
横
関
氏
へ
渡
し
た
」
（大
８
・６
・８
）
、

「内
外
時
論
よ
リ
ハ
ガ
キ
。
同
社
の
為
め
に
伊
東
英
子
を
推
せ
ん
す
る
辞

を
送
つ
た
」
（大
８

・
１０

・
Ｉ
）
等
あ
り
。

内
外
時
論
　
８
‐
ｎ
　
大
８

・
■
　
伊
東
英
子

「行
手
は
暗
し
」

＊
読
売
新
聞
　
大
８

・
■

・
１７
朝

「雑
誌
読
ん
だ
ま
ま
」

「創
作
で

『行
手

に
暗
し
』
作
家
伊
東
英
子
氏
に
、
望
み
の
あ
る
見
付
け
も
の
を
し
た
様
な

気
が
す
る
。
之
は
泡
鳴
氏
が
氏
と
し
て
は
極
め
て
謙
遜
な

『極
め
』
を
付

け
た
作
で
あ
る
が
、成
る
程
斯
う
し
た
死
境
に
陥
い
つ
た
婦
人
の
心
境
を
、

可
な
り
細
か
く
、
艶
の
あ
る
手
法
で
描
い
て
居
る
◇
難
を
言
へ
ば
こ
の
技

巧
が

『枯
れ
』
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、之
れ
で
は
余
り
に
投
書
的
な
、
『見

　

ト

て
呉
れ
』
と
、無
用
な
色
彩
と
『身
振
り
』
の
誇
張
に
満
み
て
居
る
　
（十

二

月
の
内
外
時
論
）」

演
芸
画
報
　
７
‐
３
　
大
９

・
３
　
伊
東
英
子

「
〈芝
居
に
現
は
れ
た
る
女
〉

弁
慶
上
使
の
お
わ
さ
」

赤
い
鳥
　
　
４
‐
３
　
大
９

・
３
　
伊
東
英
子

「狐
の
片
耳
」

赤
い
鳥
　
　
４
‐
６
　
大
９

・
６
　
伊
東
英
子

「朝
顔
」

＊
中
央
文
学
　
４
‐
６
　
大
９
・６
　
小
寺
菊
子

「現
代
の
若
き
女
流
作
家
」

（前
出
）

演
芸
画
報
　
７
‐
９
　
大
９

・
９
　
濱
野
ゆ
き

「
〈芝
居
見
た
ま
ま
ゝ
〉
三

人
吉
三
巴
白
浪
」

（大
正
九
年
二
月
市
村
座
）

赤
い
鳥
　
　
５
‐
５
　
大
９

・
ｎ
　
伊
東
英
子

「喧
嘩
の
あ
と
」



雄
弁
　
　
　
Ｈ
‐
１２
　
大
９

・
１２
　
伊
東
英
子
　
「サ
ン
ド
ヰ
ツ
チ
の
恋
」

演
芸
画
報
　
８
‐
１
　
大
１０

・
１
　
濱
野
ゆ
き

「
〈当
代
俳
優
未
来
記
〉
浪

子
と
菊
江
」

演
芸
画
報
　
８
‐
４
　
大
１０

・
４
　
濱
野
ゆ
き

「
『婦
系
図
』
と

『花
の
夜

語
』
―
二
月
の
市
村
座
―
」

＊
読
売
新
聞
　
大
１０

・
８

・
１４
朝
　
「十
日
会
々
員
の
大
磯
行
」

「会
す
る

者
有
島
生
馬
氏
を
初
め
小
寺
健
吉

（小
寺
菊
子
の
夫
の
画
家
‥
論
者
注
）
、

渡
平
民
の
両
氏
夫
妻
、
秀
し
げ
、
伊
藤
英
子
、
三
浦
乙
女
の
三
夫
人
、
伸

木
貞

一
、
生
田
葵
」
な
ど
、
「主
人
三
島
章
道
氏
夫
妻
の
歓
待
を
受
け
楽

し
い
半
日
を
持
う
た
」

演
芸
画
報
　
８
‐
１０
　
大
１０

・
１０
　
濱
野
ゆ
き

「
〈戯
由
に
現
は
れ
た
る
恋

愛
葛
藤
〉
恋
の
殉
教
者
―
芝
居
に
現
は
れ
た
―
」
（「牡
丹
灯
籠
」
の
お
露
、

「桐

一
葉
」
の
銀
之
丞
）

赤
い
鳥
　
　
８
‐
６
　
大
ｎ

・
６
　
伊
東
英
子

「洗
礼
」

処
女
地
　
　
３
　
　
大
Ｈ
・６
　
伊
東
英
子
「竹
町
よ
り
」
（「お
と
づ
れ
」
欄
）

処
女
地
　
　
４
　
　
　
大
ｎ

・
７
　
伊
東
英
子

「寂
し
い
春
」
（小
説
）

演
芸
画
報
　
９
‐
８
　
大
■

・
８
　
伊
東
英
子

「
〈戯
曲
物
語
〉
沼
津
の
一

夜
　
近
松
半
二
の

『伊
賀
越
道
中
双
六
』
よ
り
」

処
女
地
　
　
５
　
　
　
大
ｎ

・
８
　
伊
東
英
子

「迷
へ
る
も
の
」
（随
筆
）

処
女
地
　
　
６
　
　
　
大
ｎ

。
９
　
伊
東
英
子

「
〈秋
草
〉
大
蓼
」
（小
品
）

処
女
地
　
　
６
　
　
　
大
■

・
９
　
英
子

「研
究
座
の

『か
も
め
』
を
観
た

夜
」
（「わ
た
し
た
ち
の
手
帳
」
欄
）

処
女
地
　
　
７
　
　
　
大
ｎ

・
１０
　
英
子

「銀
座
に
て
」
／

「太
陽
の
沈
み

ゆ
く
時
―
―
橘
外
男
著
。
小
説
」
（「わ
た
し
た
ち
の
手
帳
」
欄
）

処
女
地
　
　
８
　
　
　
大
Ｈ

・
Ｈ
　
伊
東
英
子

「凍
つ
た
唇
」

（創
作
）

処
女
地
　
　
９
　
　
　
大
Ｈ

・
１２
　
伊
東
英
子

「窓
の
顔
」
（消
息
、
そ
の

他
）
／
英
子

「
〈新
刊
書
〉
梅
雨
ば
れ
―
―
坂
本
石
創
著
。
小
説
」
（「わ

た
し
た
ち
の
手
帳
」
欄
）

演
芸
画
報
　
１０
‐
１

大
１２

・
１
　
伊
東
英
子

「
〈中
所
に
働
く
俳
優
へ
送
る

書
〉
市
之
丞
の
こ
と
」
（吾
妻
市
之
丞
）

処
女
地
　
　
Ю
　
　
　
大
１２

・
１
　
伊
東
英
子

「蓄
音
機
」
（短
篇
）

処
女
地
　
　
１０
　
　
　
大
１２

・
１
　
伊
東
英
子

「
『処
女
地
』
よ
さ
よ
う
な

ら
＝
」
（１０
号
の
最
後
に
置
か
れ
た
）

サ
ン
デ
ー
毎
日
　
２
１
１
　

大
１２

・
１
・
１
　
伊
藤
英
子

「
あ
る
自
伝

の
一
“即
」

少
女
倶
楽
部
　
１
‐
１
　
大
１２
・１
　
伊
東
英
子
「絵
と
語
る
少
女
」
（童
話
。

初
山
滋
画
）

サ
ン
デ
ー
毎
日
　
２
１
１３
　
大
１２

・
３

・
２０
　
伊
東
英
子

「黒
い
空
」

少
女
倶
楽
部
　
１
‐
５
　
大
１２

・
５

伊
東
英
子

「桃
色
の
塔
の
王
女
」
（お

伽
噺
。
初
山
滋
画
。
写
真
入
）

＊
東
京
朝
日
新
聞
　
大
１２

・
１０

・
１７
朝
　
「
〈学
芸
だ
よ
り
〉
消
息
　
伊
東
英

子
氏
　
赤
坂
台
町
六
十
五
佐
々
木
方
に
転
居
せ
し
が
数
日
中
に
大
阪
に
赴

く
」

少
女
倶
楽
部
　
１
‐
ｎ
　
大
１２
・
Ｈ
伊
東
英
子

「夏
の
お
も
ひ
で
」
（童
話
。

初
山
滋
画
）

＊
東
京
朝
日
新
聞
　
大
１２

・
１２

・
２７
朝
　
「
〈学
芸
だ
よ
り
〉

伊
東
六
郎
氏
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下
谷
で
災
禍
に
逢
ひ
兵
庫
県
西
宮
森
具
松
の
下
に

『新
世
帯
な
ら
ぬ
新

世
帯
を
持
つ
た
』
と
」

＊
読
売
新
聞
　
大
１２

・
１２

・
２８
朝
　
「
〈よ
み
う
り
抄
〉
伊
東
六
郎
氏
夫
妻

・
今
回
兵
庫
県
西
宮
局
森
具
松
の
下
に
居
を
移
し
た
」

婦
人
公
論
　
９
‐
１
　
大
１３
・
１
　
濱
野
雪
子

「
〈感
激

・
感
謝

・
狂
喜
の
実

感
〉

一
本
の
薩
摩
芋
」

＊
『文
芸
年
鑑
　
１
９
２
４
』
（二
松
堂
書
店
　
大
１３
・３
）

「文
士
録
」
に
「伊

東
英
子
　
旧
姓
伊
澤
。
松
竹
キ
ネ
マ
社
員
六
郎
氏
夫
人
。
明
治
二
十
三
年

一
月
生
れ
。
多
く
の
短
編
小
説
あ
り
。
現
住
、
東
京
市
赤
坂
区
台
町
六
五

佐
々
木
弦
雄
方
」

随
筆
　
　
　
２
‐
６
　
大
１３

・
７
　
伊
東
英
子

「現
代
の
文
芸
、
作
家
、
及

び
、
作
品
に
対
し
て
」
（回
答
）

＊
『文
芸
年
鑑
　
１
９
２
５
』
（二
松
堂
書
店
　
大
１４
・３
）

「文
士
録
」
に
「伊

東
英
子
　
別
名
濱
野
ゆ
き
。
旧
姓
伊
澤
。
松
竹
キ
ネ
マ
社
員
六
郎
氏
夫
人
。

明
治
二
十
三
年

一
月
十
五
日
仙
台
市
に
生
る
。
数
篇
の
小
説
の
作
あ
り
。

旧

『処
女
地
』
同
人
。
現
在
、
東
京
市
赤
坂
区
田
町
七
丁
目
３
番
地
」

＊
時
事
新
報
　
大
１５

・
１

・
５
朝
　
大
山
泰
夫

「寅
の
文
士
と
画
家

（四
）
」

「寅
年
の
歌
人
は
奇
妙
に
女
ば
か
り
で
十

一
年
生
れ
の
与
謝
野
晶
子
と
、

二
十
三
年
生
れ
の
茅
野
雅
子
、伊
東
英
子
の
三
人
だ
」
「伊
東
英
子
の
名
は
、

近
頃
余
り
聞
か
ぬ
が
何
う
し
て
居
る
か
」

婦
人
公
論
　
１２
‐
１

昭
２
・１
「現
代
女
流
百
人
百
題
」
号
　
濱
野
ゆ
き
「勇

敢
な
る
大
阪
人
」

若
草
　
　
　
３
‐
２
　
昭
２
・２

濱
野
ゆ
き

「小
さ
な
雑
木
林
に
て
」
（小

品
と
随
筆
）

若
草
　
　
　
３
‐
４
　
昭
２

・
４
　
濱
野
ゆ
き

「早
春
」
（
コ
ン
ト
）

若
草
　
　
　
３
‐
９
　
昭
２

・
９
　
濱
野
ゆ
き

「
シ
ネ
マ
小
景
」
（評
論

・

随
筆
）

若
草
　
　
　
３
‐
１２
　
昭
２

・
１２
　
濱
野
ゆ
き

「港
の
を
ん
な
」
（小
説
）

婦
人
公
論
　
１３
‐
６
　
昭
３

・
６
　
濱
野
ゆ
き

「
〈現
代
美
男
く
ら
べ
〉」

（回
答
）

若
草
　
　
　
４
‐
ｎ
　
昭
３

・
■
　
濱
野
ゆ
き

「雨

・
そ
の
午
後
」
（小
品
）

キ
ネ
マ
旬
報
　
いに

昭
９
・
■
・
１
　
濱
野
ゆ
き

「
ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ

土
屋
伍

一
氏
に
」
（グ
リ
エ
テ
欄
〉

松
尾
信
資
編

『孤
高
の
芸
術
家
藤
井
達
吉
翁
』
（丸
善
　
昭
４０
・
８
）

須
田

英
子
「思
い
出
の
か
ず
か
ず
」
（末
尾
に
「元
大
映
多
摩
川
撮
影
所
長
夫
人
」）

＊

『女
性
文
学
の
近
代
』
（女
性
文
学
会
編
　
双
文
社
出
版
　
平
６
・４
）
に
、

「処
女
地
」
掲
載
の

「凍
つ
た
唇
」
採
録
。

＊
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

¨
電
子
文
芸
館

「招
待
席
」
に

「凍
つ
た
唇
」
採
録
。

汗
ぼ
¨ヽ
ヽ
１
１
１
」”ｏ

，●
も
ｏＰ
Ｏユ
０
＼９
げ
ｏ
●
”
ｏオ
”●
＼”
●
ｏ∽け＼０
ヽ
ｔ
〓
ｏ
●
ｏォ
ｏ

Ｒ
喘
（平
２６

・
■

・
２５
閲
覧
）

二
、
林
真
珠

［山
本
千
枝
子
］

明
治
三
五

［
一
九
〇
二
］
年
四
月
～
平
成
五

［
一
九
九
三
］
年
四
月
二
日
。

広
島
県
御
調
御
調
郡
奥
村

（現
尾
道
市
）
生
ま
れ
。
旧
姓
林
。
小
学
校
校
長

林
山
太
郎
の
長
女
。
広
島
市
に
移
り
、
私
立
進
徳
高
女
卒
。
文
学
修
業
を
志

し
て
大
正

一
三
年
に
二
二
歳
で
上
京
し
、林
真
珠
の
筆
名
で
「週
刊
朝
日
」
「文
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章
倶
楽
部
」
等
に
童
話
や
短
編
な
ど
を
発
表
し
た
。
新
居
格

『月
夜
の
喫
煙
』

（解
放
社
　
大
１５

・
３
）
に
描
か
れ
た
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
の
モ
デ
ル
の
一
人

で
あ
っ
た
。
シ
ナ
リ
オ
を
書
い
て
、
気
鋭
の
映
画
監
督
で
あ
っ
た
山
本
嘉
次

郎
を
直
接
訪
問
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
嘉
次
郎
監
督
映
画

「父
さ
ん
の

売
物
」
に
出
演

（大
１５
）
、
昭
和
二
年
嘉
次
郎
と
結
婚
。
戦
後
は
、
東
京
世

田
谷
区
の
砧
生
協
設
立
に
参
加
し
、
推
さ
れ
て
昭
和
三
二
年
か
ら
世
田
谷
区

議
会
議
員
を
八
年
間
つ
と
め
、
視
聴
覚
教
育
等
に
尽
力
。
昭
和
二
七
年
に
は

ビ
ル
マ

（現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
の
ラ
ン
グ
ー
ン
で
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
社
会
党
会

議
に
、
映
画

「原
爆
の
子
」
を
携
え
、
婦
人
代
表
と
し
て
出
席
。
ア
ジ
ア
軽

視
の
風
潮
の
中
、
文
化
交
流
の
た
め
に
ア
ジ
ア
文
化
の
会
を
創
立
。
八

一
歳

で

『カ
ツ
ド
ウ
ヤ
女
房
奮
闘
記
』
（昭
５８

・
１２
　
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
）
出
版
。

林
真
珠
が
、
山
本
嘉
次
郎
の
妻
千
枝
子
と
し
て

『カ
ツ
ド
ウ
ヤ
女
房
奮
闘

記
』
を
出
し
た
こ
と
は
、
前
出
岡
本
氏
の
投
稿
に
指
摘
が
あ
る
。

新
小
説
　
　
２７
‐
５

　

大
ｎ

・
５

聞
記
者
と
新
劇
女
優
の
対
話
）

処
女
地
　
　
５
　
　
　
大
Ｈ
・
８

週
刊
朝
日
　
４
１
９

　

大
１２
・
８
・
１９

週
刊
朝
日
　
４
１
１７

　

大
１２

・
１０

・
１０

埴
原
久
和
代
な
ど
）

週
刊
朝
日
　
５
１
ｎ
　
　
大
１３

・
１

・
１

け
者
」
（童
話
）

週
刊
朝
日
　
５
１
２

　

大
１３
・１
・６

林
真
珠

「
夜
の
対
話
」
（新

林
真
珠
「も
ぐ
ら
も
ち
」
（童
話
）

コ
ド
モ
ア
サ
ヒ
　
２
‐
２
　
　
大
１３

・
２
　
　
林
真
珠

「
で
ん
で
ん
む
し
の

お
ひ
つ
こ
し
」

週
刊
朝
日
　
５
１
１４
　

大
１３
・３
・３０
　
　
林
真
珠

「
ふ
し
ぎ
な
刺
青
」
（童

話
）

↓
刀
禰
館
正
雄
編

『朝
日
童
話
集
』
（大
１３

・
１２
　
東
京

・
大
阪
朝

日
新
聞
社
）
に
収
録
。

週
刊
朝
日
　
５
１
２１
　

大
１３
・５
・Ｉ
　
　
林
真
珠

「地
主
と
三
人
の
乞
食
」

週
刊
朝
日
　
５
１
２６
　

大
１３

・
６
・
１５
　
　
林
真
珠

「蝕
ま
れ
た
日
陰
者
」

（創
作
）

週
刊
朝
日
　
６
１
６
　

大
１３

・
８
・
３
　
　
林
真
珠

「月
に
吠
え
る
も
の
」

（童
話
）

週
刊
朝
日

６
１
１２
　

大
１３

・
９

・
１４
　

林
真
珠

「笛
を
吹
い
て
歩
く
旅

の
男
の
話
」

金
の
星
　
　
６
‐
１０
　
　
大
１３
・１０
　
　
　
　
林
真
珠

「
二
人
の
泥
棒
」
（童

話
）

週
刊
朝
日
　
６
１
１７
　
　
大
１３

・
１０

・
１２
　
　
林
真
珠

「
一
本
す
ヽ
き
と
赤

と
ん
ぼ
」
（童
話
）

週
刊
朝
日
　
７
１
１４
　
　
大
１４
・
３
・
２９
　
　
林
真
珠

「青
白
い
馬
」
（童

話
）

↓
若
月

一
歩
編

『童
話
と
童
謡
』
（大
１５
・１２
　
日
本
電
報
通
信
社
）

に
収
録

週
刊
朝
日

８
１
１５
　

大
１４
・１０
・１
　
　
林
真
珠

「女
郎
蜘
蛛
」
（写
真
入
）

コ
ド
モ
ア
サ
ヒ
　
４
‐
１
　

大
１５
・
１
　
　
林
真
珠

「た
ぬ
き
の
お
囃
子
」

＊
読
売
新
聞
　
大
１５

・
４

・
２６
夕

「
の
ろ
け
を
映
画
に
残
し
た
さ
に
？
　
二

人
の
仲
を
シ
ナ
リ
オ
に
書
き
　
作
家
林
真
珠
さ
ん
の
吾
嬬
入
り
」
（写
真

林
真
珠

「た
そ
が
れ
」
（小
品
）

林
真
珠

「乞
食
の
夢
」
（童
話
）

林
真
珠

「夜
盗
」
（カ
ッ
ト
は

林
真
珠

「鯉
に
な
つ
た
な
ま
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入
）

「女
流
作
家
」
林
真
珠
さ
ん

「取
つ
て
二
十
七
」
「吾
嬬
撮
影
所
の

花
形
の
山
本
嘉
次
郎
君
」
と
恋
仲
で
あ
っ
た
が
、
山
本
君
の
紹
介
で
撮
影

所
入
り
し
、
長
崎
武
君
原
作
の
悲
喜
劇

「父
さ
ん
の
売
物
」
を
主
演
撮
影

中
、
山
本
君
は
監
督
、
「真
珠
嬢
才
筆
を
振
つ
て

「都
会
の
横
顔
』
と
な

ん
題
し
た
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
上
げ
」
「
ラ
ヴ
シ
イ
ン
の
連
続
で
」
「山
本
君

と
共
演
で
映
画
に
な
つ
た
ら
」
大
変
と

「キ
ネ
マ
雀
が
や
か
ま
し
い
」

＊
キ
ネ
マ
旬
報
　
に
０
大
１５

・
６

・
１

「
〈各
社
近
作
日
本
映
画
紹
介
〉
父

さ
ん
の
売
物
」
に
、
解
説
と
略
筋
、
写
真
が
あ
り
、
主
要
役
割
の
う
ち
医

学
博
士
青
山
信
行
夫
人
淑
子
に

「林
真
珠
嬢
」
と
あ
る
。
「日
本
劇
映
画

総
目
録
―
―
明
治
３２
年
か
ら
昭
和
２０
年
ま
で
』
（平
２０

・
７
　
日
外
ア
ソ

シ
エ
ー
ツ
）
に

「
父
さ
ん
の
売
物
」
「大
正
１５
年
　
高
松
プ
ロ
　
無
声
版
」

等
と
あ
る
。

解
放
　
　
　
５
‐
６
　
大
１５

・
６
　
　
林
真
珠

「歯
痛
」
（新
居
格
の
小
説

に
モ
デ
ル
に
使
わ
れ
た
こ
と
、
も
と
と
な
っ
た
出
来
事
を
書
い
た
も
の
。

新
居
格

『月
夜
の
喫
煙
』
（解
放
社
　
大
１５
・３
）
「プ
ロ
ム
ナ
ア
ド
」
の
、

親
し
い
男
性
の
多
い
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
村
山
珠
樹
の
モ
デ
ル
を
指
す
。
珠
樹

は
シ
ネ
マ
に
関
わ
り
、
「童
話
や
詩
や
短
篇
」
を
書
き
、
あ
る
程
度
原
稿

が
売
れ
て
い
る
が
、何
程
の
収
入
に
も
な
ら
な
い
程
度
で
あ
る
。
）

↓
『社

会
主
義
随
論
集
Ｉ
』
（山
崎
今
朝
弥
編
　
大
１５

・
Ｉ
解
放
社
）
に
収
録

週
刊
朝
日
　
１０
１
４
　
大
１５
・７
・１８
　
林
真
珠

「
し
ら
つ
か
。し
ゆ
ん
」
（小

説
）

週
刊
朝
日

週
刊
朝
日

１０

‐

５

大
１５
・７
・２５
　
林
真
珠

「く
ら
げ
の
青
助
」
（童
話
）

大
１５

・
１０

・
１７
　
林
真
珠

「対
岸
の
風
景
」

文
章
倶
楽
部
　
１１
‐
１０
　
大
１５

・
１０
　
林
真
珠

「ひ
と
つ
の
挿
話
」

生
活
科
学
　
３

（通
４
‐
７
）

昭
２１

・
９
　
山
本
千
枝
子
な
ど

「食
生
活

の
新
設
計

（座
談
会
）」

（写
真
入
。
「東
宝
演
出
家
山
本
嘉
次
郎
夫
人
、

砧
協
同
組
合
の
幹
部
と
し
て
活
躍
中
」
と
あ
る
）

映
画
教
室
　
３
１
Ｈ
　
昭
２４

・
ｎ
　
山
本
千
枝
子

「愛
す
る
子
等
の
た
め
に

―
区
会
議
員
の
立
場
か
ら
―
」
（末
尾
に

「世
田
谷
区
議
会
議
員

・
山
本

嘉
次
郎
氏
夫
人
」
）

キ
ネ
マ
旬
報
　
７９
　
　
昭
２５

・
４
　
山
本
千
枝
子

「
〈映
画
教
育
の
現
状
〉

映
画
を
教
室
に
も
ち
こ
ん
だ
　
世
田
ケ
谷
区
の
報
告
」
（末
尾
に
「社
会
党
・

世
田
ケ
谷
区
議
」
）

社
会
教
育
　
５
‐
７
　
昭
２５

，
７
　
山
本
嘉
次
郎

（映
画
演
出
者
）
・
山
本

千
枝
子

（山
本
嘉
次
郎
氏
夫
人

・
世
田
谷
区
会
議
員
）
・
秋
山
雪
雄

（Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
等

「
〈座
談
会
〉
映
画
と
社
会
教
育
」

『私
は
結
核
を
の
り
越
え
た
』

（宮
本
忍

・
島
村
喜
久
治

・
北
錬
平

・
石
垣

純
二
共
編
　
昭
２６

・
■
　
婦
人
画
報
社
）

山
本
千
枝
子

「幸
福
な
病
一だ

―

‐病
床
か
ら
友
へ
の
手
紙
」

オ
ー
ル
読
物
　
　
　
　
昭
２７

・
６
　
山
本
千
枝
子

「も
し
今
の
主
人
と
結
婚

し
な
か
っ
た
ら
」
（回
答
　
未
見
）

婦
人
倶
楽
部
　
３３
‐
ｎ
　
昭
２７

・
ｎ

「
〈お
の
ろ
け
寄
せ
書
き
〉
映
画
監
督

夫
人
山
本
千
枝
子
」
（回
答
）

主
婦
と
生
活
　
７
‐
Ｈ
　
昭
２７

・
ｎ
　
映
画
監
督
山
本
嘉
次
郎
氏
夫
人
山
本

千
枝
子
、
評
論
家
大
宅
壮

一
氏
夫
人
大
宅
昌
子
、
漫
画
家
小
野
佐
世
男
氏

夫
人
小
野
寧
子

「
〈座
談
会
〉
亭
主
の
心
情
憐
れ
む
べ
し
」
（写
真
入
）
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婦
人
倶
楽
部

３４
‐
５
　
昭
２８

・
４

「
〈結
核
の
自
宅
療
法
大
特
集
　
忘
れ
得

ぬ
温
情
〉

一
枚
の
ハ
ガ
キ
　
映
画
監
督
山
本
嘉
次
郎
氏
夫
人
　
山
本
千
枝

子
」
（写
真
入
）

婦
人
公
論

　

３９
‐
４
　
昭
２８
・
４
　
山
本
千
枝
子

「ビ
ル
マ
の
婦
人
た
ち
」

ほ
ろ
に
が
通
信

（朝
日
麦
酒
）
３４
　
昭
２８

・
６
　
山
本
千
枝
子

「ビ
ル
マ
の

巻
　
ち
よ
ろ
ち
よ
ろ
な
れ
ど
…
…
」

（写
真
入
。
紹
介
に
、
映
画
監
督
山

本
嘉
次
郎
夫
人
。
戦
前
、
日
本
シ
ェ
パ
ー
ド
大
協
会
の
幹
部
と
し
て
、
シ

ェ
パ
ー
ド
の
繁
殖
法
に
つ
い
て
は

一
家
を
な
し
て
い
る
。
戦
後
世
田
谷
区

会
議
員
に
当
選
。
本
年

一
月
ビ
ル
マ
で
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
社
会
党
会
議
に

は
、
唯

一
の
女
性
代
表
と
し
て
出
席
、
と
あ
る
）

映
画
評
論
　
　
１０
‐
９
　
昭
２８

・
９
　
山
本
千
枝
子

「イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
の

映
画
人
た
ち
」
（写
真
入
。
末
尾
に

「現
世
田
谷
区
会
議
員
、
山
本
嘉
次

郎
氏
夫
人
」）

視
聴
覚
教
育
　
７
‐
９
　
昭
２８

・
９

山
本
千
枝
子

「
〈随
想
〉
ボ
ン
ベ
イ
の

二
日
」

（末
尾
に

「東
京
世
田
谷
区
会
議
員

・
山
本
嘉
次
郎
監
督
夫
人
」
）

＊
週
刊
朝
日
　
昭
２９
・３
・１４
　
山
本
嘉
次
郎

「
〈妻
を
語
る
）
た
だ
驚
嘆
―
」

（グ
ラ
ビ
ア
）

淡
交
　
　
　
８
‐
５
　
昭
２９

・
５
　
山
本
千
枝
子

「
〈主
人
の
趣
味
〉
美
味

求
真
」

婦
人
倶
楽
部
　
３５
‐
１２
　
昭
２９
・１２
　
山
本
千
枝
子
「美
し
い
隣
人
愛
」

（写

真
入
。
末
尾
に

「世
田
ヶ
谷
区
会
議
員
）
」

視
聴
覚
教
育
　
９
‐
ｎ

昭
３０

・
■
　
山
本
千
枝
子

「Ｈ８
い
教
育
映
画
祭
に

よ
せ
て
」
（回
答
）

娯
楽
よ
み
う
り

２
１
４５
　
昭
３１

・
１０
　
山
本
嘉
次
郎
氏
夫
人
山
本
千
枝
子

・

女
優
清
川
虹
子

・
巨
人
軍
助
監
督
千
葉
茂
な
ど

「
〈食
通
漫
談
　
韓
国
料

理
を
召
し
ま
せ
〉
」
（写
真
入
）

女
性
教
養
　
２１４
　
　
　
昭
３１

・
１１
　
「家
庭
と
社
会
の
清
潔
　
ア
ジ
ア
文
化

の
会
常
務
理
事
山
本
千
枝
子
」
（写
真
入
）

食
生
活
　
　
５０
‐
ｎ
　
　
昭
３１

・
ｎ
　
「
〈わ
が
家
の
ス
キ
ヤ
キ
〉
香
辛
料
で

エ
キ
ゾ
チ
ツ
ク
な
味
を
　
（山
本
嘉
次
郎
氏
夫
人
）
山
本
千
枝
子
」

＊
読
売
新
聞
　
昭
３１

・
Ｈ

・
２４
朝
　
「
〈女
ご
こ
ろ
　
私
は
こ
う
し
て
つ
か
ま

え
た
〉
山
本
嘉
次
郎
氏
」
（写
真
入
）
「戦
後
い
ち
早
く
成
城
付
近
に
生
活

協
同
組
合
を
作
り
、
異
色
あ
る
区
会
議
員
と
し
て
バ
リ
バ
リ
活
躍
し
て
い

る
千
枝
子
夫
人
も
、
そ
の
昔
は
芥
川
龍
之
介
に
師
事
し
て
林
真
珠
と
い
う

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
小
説
を
書
い
て
い
た
文
学
少
女
だ
っ
た
。
新
居
格
氏
の
紹

介
で
、
自
分
の
描
い
た
小
説
の
映
画
化
を
カ
ジ
さ
ん
の
も
と

へ
持
込
ん
だ

こ
と
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
小
説
は
映
画
化
さ
れ
な
か
つ
た
代
り
に
二
人

は
結
ば
れ
て
、
半
年
後
の
八
月
八
日
」
に
式
を
挙
げ
た
。
共
に
ゴ
ル
フ
等

を
楽
し
ん
で
い
る
。
　

↓
読
売
新
聞
婦
人
部
編

『男
ご
こ
ろ
女
ご
こ
ろ
を

ど
う
し
て
つ
か
ん
だ
か
』
（北
辰
堂
　
昭
３２

・
５
）
に
収
録
。

＊
朝
日
新
聞
　
昭
３２

・
１

・
３１
朝
　
「
〈趣
味
の
指
南
役
〉
犬
と
ネ
コ
　
主
婦

山
本
千
枝
子
さ
ん
」
（写
真
入
）

↓

『趣
味
の
指
南
役
』
（朝
日
新
聞
社

会
部
編
　
凡
凡
社
　
昭
３２

・
１０
）
に
収
録

週
刊
サ
ン
ケ
イ
　
６
１
４９

昭
３２

・
１２

・
８
　
山
本
千
枝
子

「
〈妻
の
言
い
分
〉

う
ち
面
の
味
は
ニ
ガ
け
れ
ど
」
（写
真
入
。
末
尾
に

「山
本
嘉
次
郎
氏
＝

映
画
監
督
＝
夫
人
」
）
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＊
市
川
房
枝

「私
の
政
治
小
論
』
（昭
４７

・
８
　
秋
元
書
房
）
の

「
私
の
選

挙
日
記
」
（昭
３４

・
５

・
１３
）

山
本
千
枝
子
氏
は
映
画
監
督
の
山
本
嘉
次

郎
夫
人
で
社
会
党
か
ら
世
田
谷
区
議
に
出
て
い
ら
れ
た
が
、
考
え
る
と
こ

ろ
が
あ

っ
て
、
こ
の
た
び
社
会
党
を
ぬ
け
私
の
た
め
に

一
生
懸
命
や
っ
て

い
て
下
さ
る
。

婦
人
之
友
　
５３
‐
１０
　
昭
３４

・
１０
　
市
川
房
枝
、
山
本
千
枝
子
な
ど

「
〈座

談
会
〉
身
辺
か
ら
住
み
よ
い
社
会
に
―
地
方
政
治
に
婦
人
の
力
を
―
」
（写

真
入
。
「
成
城
町
の
協
同
組
合
運
動
か
ら
世
田
谷
区
議
会
議
員
と
し
て
八

年
間
活
躍
、
山
本
嘉
次
郎
氏
夫
人
」
と
紹
介
あ
り
）

婦
人
之
友
　
５４
‐
７
　
昭
３５
・７
　
山
本
千
枝
子

「
〈私
の
日
記
〉
キ
ャ
ッ
ト
・

シ
ョ
ウ
」
（写
真
入
。
末
尾
に

「嘉
次
郎
氏
夫
人
」
）

装
苑
　
　
　
１５
‐
１２
　
臨
増
　
昭
３５
。９
・１０
　
山
本
千
枝
子
「
猫
の
飼
い
方
」

婦
人
之
友
　
５５
‐
３
　
昭
３６

・
３
　
山
本
千
枝
子

「
〈あ
る
日
の
客
間
〉
英

会
話
教
室
の
お
仲
間
と
」
（グ
ラ
ビ
ア
）

随
筆
サ
ン
ケ
イ
　
ー４
１
８
　
昭
４２

・
８

・
１

「
セ
ミ
が
鳴
い
て
は

一
本

つ

け
ろ

（山
本
嘉
次
郎
氏
夫
人
）
山
本
千
枝
子
」

文
藝
春
秋
　
４８
‐
２
　
昭
４５

・
２

　

「
ニ
ャ
ロ
メ
の
審
査
　
山
本
千
枝
子

（Ｊ
Ｃ
Ａ
審
査
部
長
）
」
（Ｊ
Ｃ
Ａ
は
、
日
本
ネ
コ
協
会
）

＊
朝
日
新
聞
　
昭
５４

・
３

・
１５
夕
　
「嘉
次
郎
さ
ん
の
コ
ケ
シ
豪
州

へ
」
（写

真
入
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
で
き
た
日
本
民
芸
館
に
嘉
次
郎
の
集
め
た

コ
ケ
シ
約
二
百
点
を
寄
贈
し
た
い
と
名
乗
り
を
あ
げ
た
。

＊
視
聴
覚
教
育
　
３３
‐
７
　
昭
５４

・
７
　
　
Ｒ

・
Ｋ

「山
本
千
枝
子
さ
ん
の

再
起
を
祈
る
」

＊
朝
日
新
聞
　
昭
５６

・
１

・
２５
朝
　
「山
本
嘉
次
郎
氏
未
亡
人
と
世
田
谷
区

長
　
異
色
の
二
人
展
　
黒
沢
監
督
も
応
援
」
（東
京
版
　
写
真
入
）

週
刊
朝
日
　
昭
５８
・４
・１
、
８
、

１５
　
山
本
千
枝
子
「カ
ツ
ド
ウ
ヤ
の
夫

（故
・

山
本
嘉
次
郎
）
に
泣
か
さ
れ
た
半
世
紀

（上
）
（中
）
（下
）」
（各
写
真
入
）

●
山
本
千
枝
子

『カ
ツ
ド
ウ
ヤ
女
房
奮
闘
記
』
（昭
５８
・１２
　
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
）

＊
朝
日
新
聞
　
昭
５９

・
１
・
３０
朝
　
「
〈話
題
の
ほ
ん
〉
カ
ツ
ド
ウ
ヤ
女
房
奮

闘
記
　
（酒
）」

＊
朝
日
新
聞
　
昭
６１

・
３

・
２８
夕

「芸
術
家
の
善
意
集
め
た
美
術
館
　
山

本
監
督
の
未
亡
人

お
ｏｏ
万
円
寄
付
し
、
心
待
ち
」
（写
真
入
）

＊
週
刊
新
潮
　
平
５

・
４

・
１５

「
墓
碑
銘
　
山
本
嘉
次
郎
監
督
未
亡
人

ク酒
と
女
ク
ヘ
の
抵
抗
人
生
」
（写
真
入
）

＊

『朝
日
年
鑑
　
別
巻
　
キ
ー
パ
ー
ス
ン
　
】８
卜』
（平
６
・
３
　
朝
日
新

聞
社
）

「物
故
者
」
欄
に

「山
本
千
枝
子
　
９３
・
４
・
２

（没
‥
論
者
注
）

９０
（歳
‥
論
者
注
）

東
京
世
田
谷
の
砧
生
協
創
設
者
。元
世
田
谷
区
議
。

映
画
監
督
だ
っ
た
故
山
本
嘉
次
郎
の
夫
人
」

＊

『日
本
映
画
人
名
事
典
　
監
督
篇
』
（平
９

・
ｎ
　
キ
ネ
マ
旬
報
社
）
「山

本
嘉
次
郎
」
の
項
　
「
２６
年
の

『父
さ
ん
の
売
物
』
に
出
演
し
林
真
珠
の

筆
名
で
童
話
も
書
い
た
千
枝
子
夫
人
と
結
婚
。
彼
女
は
世
田
谷
区
会
議
員

も
つ
と
め
た
女
傑
と
し
て
鳴
ら
す
」

結
び

伊
東
英
子
は
、
「処
女
地
」
の
伊
東
英
子
で
あ
り
、
「三
田
文
学
」
「赤
い
鳥
」

の
伊
東
英
子
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
「少
女
画
報
」
の
伊
澤
み
ゆ
き
、
「青
幡
」
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「演
芸
画
報
」
、
「若
草
」
「婦
人
公
論
」
の
濱
野
ゆ
き

（雪
）
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
伊
東
英
子
は
、
明
治
四
五
年
か
ら
ほ
ぼ
五
年
間

「少
女
画
報
」
の
伊
澤

み
ゆ
き
と
し
て
活
躍
し
、
人
気
を
得
て
い
た
女
性
で
あ
っ
た
。
「少
女
画
報
」

は
、
少
女
小
説
の
代
表
と
い
う
べ
き
吉
屋
信
子
の

「花
物
語
」
を
掲
載
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
雑
誌
で
あ
る
。
そ
し
て
吉
屋
信
子
が
、
強
い
影
響
を
受
け

た
と
書
い
て
い
る
の
が
、
こ
の
伊
澤
み
ゆ
き
の
作
品
な
の
で
あ
る
。
「処
女

地
」
よ
り
前
に
、
英
子
が

「青
幡
」
「
三
田
文
学
」
等
に
書
い
た
作
品
も
注

目
さ
れ
て
い
た
。
英
子
は

「処
女
地
」
終
刊
後
も
、
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
「若

草
」
等
に
作
品
を
書
い
た
が
、
執
筆
が
辿
れ
た
の
は
だ
い
た
い
昭
和
初
期
ま

で
で
あ
る
。
『文
芸
年
鑑
』
（大
１４
）
「文
士
録
」
に
、
「旧

『処
女
地
』
同
人
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
英
子
に
と
っ
て

「処
女
地
」
が
重
要
な
発
表
誌
で
あ
っ

た
こ
と
も
わ
か
る
。

林
真
珠
は
、
「処
女
地
」
終
刊
後
の
大
正
十
三
年
に
文
学
修
業
の
た
め
に

上
京
し
、
ほ
ぼ
毎
月

「週
刊
朝
日
」
に
童
話
を
書
い
た
。
そ
れ
ら
は

「か
つ

て

『週
刊
朝
日
』
に
掲
げ
た
評
判
の
も
の
」
を
収
め
た

『朝
日
童
話
集
』
（大

１３

・
１２
）
や
、
「皆
さ
ん
が
お
馴
染
の
作
家
二
十
二
人
の
童
話
と
童
謡
」
を

収
め
た

『童
話
と
童
謡
』
（大
１５
・
１２
）
に
収
録
さ
れ
た
。
戦
後
は
、
映
画

監
督
山
本
嘉
次
郎
夫
人
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
東
京
世
田
谷
区
砧
生
協
創
設

者
・
世
田
谷
区
議
会
議
員
・
ア
ジ
ア
文
化
の
会
創
設
者
等
と
し
て
活
躍
し
た
。

著
書

『カ
ツ
ド
ウ
ヤ
女
房
奮
闘
記
』
（昭
５８

・
１２
）
に
は
、
山
本
嘉
次
郎
夫

人
と
し
て

「生
活
を
保
証
さ
れ
た
自
由
人
」
で
あ
っ
た
か
ら
活
動
で
き
た
、

（
１５
）

と
あ
る
。
確
か
に
そ
の
よ
う
な
面
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、

本
人
が
切
り
拓
い
た
仕
事
の
あ
る
こ
と
が
、
目
録
か
ら
は
わ
か
る
。
「処
女
地
」

は
、
一創
刊
号
の
扉
に
作
家
養
成
機
関
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
婦
人
の

め
ざ
め
を
期
待
す
る
こ
と
を
掲
げ
た
。
林
真
珠
は
こ
の
多
様
性
の

一
つ
の
例

と
も
い
え
よ
う
。

〈無
名
〉
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
「処
女
地
」
３
号

（大
■

・
６
）
「
お
と
づ
れ
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
、
英
子
の
は
じ
め
て
の
手
紙

「竹
町
よ
り
」
を
見
て
み
た
い
。

同
じ
女
性
の
方
達
の
お
作
に
は
何
と
も
い
へ
ぬ
強
い
／
ヽ
シ
ヨ
ツ
ク
を

受
け
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
も
か
う
し
ち
や
居
ら
れ
な

い
。
―

‐私
は
幾
度
も
か
う
く
り
返
し
ま
し
た
。
何
か
書
き
ま
す
。
私

も
何
か
か

ヽ
し
て
い
た
ゞ
き
ま
す
。
も
の
を
書
く
と
云
ふ
事
が
私
の

一

生
の
希
望
で
は
な
か
つ
た
で
せ
う
か
。
覚
え
て
い
ら
し
て
下
さ
い
ま
す

か
。
二
本
榎
に
お
住
ひ
の
頃
、
ひ
ど
い
夕
立
の
あ
つ
た
日
に
お
は
な
し

を
う
か
ヾ
い
に
上
り
ま
し
た
私
を
。
あ
の
頃
の
私
は
た
ゞ
／
ヽ
創
作
を

し
た
い
ば
か
り
に
燃
え
て
居
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
で
も
そ
の
気
は

つ
ゞ
い
て
居
り
ま
す
の
に
し
か
も
ほ
ん
の
ま
れ
に
し
か
書
く
事
が
出
来

ぬ
と
云
ふ
の
は
―

‐そ
れ
を
思
ふ
と
自
分
の
ふ
が
い
な
さ
が
ほ
ん
と
に

情
無
く
な
つ
て
し
ま
ひ
ま
す
。
で
も
こ
ん
ど
は
ほ
ん
と
に
書
き
ま
す
。

書
か
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
気
持
が
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
の
気
持
を

ば
く
ん
で
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

英
子
が

「処
女
地
」
以
前
に
す
で
に
か
な
り
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
見

れ
ば
、
英
子
の
書
き
ぶ
り
は
何
な
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
が

「赤

い
鳥
」
に

「洗
礼
」
を
掲
載
し
た
の
と
同
月
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
れ
ば
、

「創
作
」
は
童
話
で
は
な
く

「
小
説
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
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も
、
全
く
の
素
人
で
あ
る
か
の
よ
う
な
、
こ
の
よ
う
な

「処
女
地
」
の
言
説

を
、
現
在
の
感
覚
で
う
の
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

『女
性
文
学
の
近
代
』
（前
出
）
や
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
電
子
文
芸
館
（前
出
）

に
は
、
伊
東
英
子
の

「凍
つ
た
唇
」
が
収
録
さ
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

英
子
が
残
し
た
作
品
は

「処
女
地
」
の
数
編
の
み
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
「女
性
文
学
の
近
代
』
「解
説
」
に
お
い
て
岩
見
照
代
氏
は
、
英
子
の

「徹
底
し
た
〈無
名
性
〉
」
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
「歴
史
に
名
を
と
ど
め
た
〈新

し
い
女
〉
を
支
え
た
名
も
な
き
新
し
い
女
た
ち
の
一
人
で
あ
る
英
子
を
考
え

る
こ
と
で
、
無
数
の
英
子
た
ち
を
こ
こ
か
ら
考
え
は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
書
い
た
。
本
稿
の
意
図
も
、
ま
さ
し
く

「無
数

の
英
子
た
ち
を
こ
こ
か
ら
考
え
は
じ
め
る
こ
と
」
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「歴
史
に
名
を
と
ど
め
た

〈新
し
い
女
〉
を
支
え
た
」
と
い
う
表
現
に
は
違

和
感
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
女
性
達
の
足
跡
を
見
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
女
性

達
自
身
の
闘
い
が
見
え
る
。

〈無
名
〉
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
才
能
や
継
続
す
る
力
が
、
〈無
名
〉
で

な
い
作
家
と
な
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

当
時
に
お
い
て
は
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
人
を
、
そ
れ
を
知
ろ
う
と
し
な

い
か
ら
知
ら
な
い
、と
い
う
だ
け
で

（無
名
〉
と
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

山
本
芳
明
氏
が

『文
学
者
は
つ
く
ら
れ
る
』
（ひ
つ
じ
書
房
　
平
１２
・１２
）
で
、

昭
和
初
期
の
円
本
ブ
ー
ム
は
読
者
層
の
購
買
力
を
吸
収
し
て
円
本
以
外
の
出

版
市
場
を
狭
め
、
新
進
作
家
達
は
発
表
舞
台
を
失
っ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
円
本
全
集
に
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
所
謂
有
名
作
家
と
、
そ

れ
以
外
の
作
家
と
に
線
引
き
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
近
代
出
版

流
通
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
線
引
き
だ
け
で
な
く
、　
一
つ
一
つ
は
小
さ
な
様
々
な

要
因
が
、
歴
史
に
名
を
残
す

〈有
名
〉
と

〈無
名
〉
の
間
に
は
在
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
二
人
の
女
性
は
、
文
学
作
品
を
書
き
続
け
た
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
持
続
的
な
活
動
で
人
生
を
積
み
上
げ
て
い
く
重

さ
が
、
目
録
か
ら
は
わ
か
る
。
（有
名
〉
な
人
ほ
ど
に
は
存
在
や
影
響
力
が

大
き
く
な
く
と
も
、
〈無
名
〉
の
人
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
重
み
を
持
つ

こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。

〈注
〉

（１
）

渋
川
駿

『宇
野
浩
二
論
』
（中
央
公
論
社
　
昭
４９
・
８
）
、
川
西
政
明

前
掲
書
、
西
橋
茂
樹

「伊
澤
き
み
子
の
死
に
つ
い
て
の
一
報
告
―
―
宇
野
浩

二

『苦
の
世
界
』
の
モ
デ
ル
」
（「語
文
」
平
３

・
１２
）
等
。
飯
沢
匡

「我
が

従
姉

・
き
み
子
」
（「小
説
新
潮
」
昭
４７

・
４
）
に
は
、
英
子
た
ち
の
母
も
医

師
、
と
あ
る
。

（２
）

「濱
野
ゆ
き
」
は
、
「
『青
轄
』
人
物
事
典
―

‐１０
人
の
群
像
―
」
（ら
い

て
ふ
研
究
会
　
大
修
館
書
店
　
平
１３
・
５
）
に
お
い
て
も

「調
査
中
」
の
人

物
で
あ
る
。

（３
）

岸
松
雄

『人
物

・
日
本
映
画
史
　
Ｉ
』
（ダ
ヴ
イ
ッ
ド
社
　
昭
４５

・

８
）
「山
本
嘉
次
郎
」
等
に
書
か
れ
て
い
る
。
須
田
鐘
太
が
日
活
多
摩
川
映

画
次
長
と
し
て
編
纂
し
た

『日
活
多
摩
川
誌
』
（昭
１７

・
Ю
）
に
は
、
戦
時

映
画
統
制
に
よ
っ
て
大
日
本
映
画
制
作
会
社
に
日
活
が
統
合
合
併
さ
れ
る
こ

と
が
書
か
れ
、
鐘
太
は
の
ち
に
大
映
取
締
役
東
京
撮
影
所
長
に
な
る

（昭

-25-



２２
。
『大
映
十
年
史
』
昭
２６

・
１１
に
よ
る
）。
山
本
嘉
次
郎

（明
３５

・
３

・
１５

～
昭
４９

・
９

・
２１
）
は
、
俳
優
や
脚
本
家
等
の
経
験
を
積
み
、
日
活
か
ら
Ｐ

Ｃ
Ｌ

（東
宝
ス
タ
ジ
オ
の
前
身
）
に
移
籍
し

（昭
９
）
、
エ
ノ
ケ
ン
喜
劇
、
「綴

方
教
室
」
（昭
１３
）
、
「馬
」
（昭
１６
）
、
「
ハ
ワ
イ

・
マ
レ
ー
沖
海
戦
」
（昭
１７
）

等
を
監
督
。
黒
澤
明
、
高
峰
秀
子
、
三
船
敏
郎
等
を
育
て
た
。
本
稿

「林
真

珠
」
の
夫
で
あ
る
。

な
お
、
伊
東
六
郎

（明
２１

・
７

・
１８
生
）
は
、
「帝
国
文
学
」
や

「聖
盃
」

そ
の
後
継
誌

「仮
面
」
等
に
チ
ェ
ー
ホ
フ
や
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
翻
訳
や
小

説
を
載
せ
、
チ
ェ
ー
ホ
フ

『女
天
下
』
（大
２

・
ｎ
新
陽
堂
）
等
の
翻
訳
書

を
出
し
た
後
、
大
正
六
年
に

「中
外
」
編
集
委
員
に
な
っ
た

（『日
本
近
代

文
学
大
事
典
』
講
談
社
　
昭
５２
・１１
、
配
島
亘

『
ロ
シ
ア
文
学
翻
訳
者
列
伝
』

東
洋
書
店
　
平
２４

・
３
　
等
に
よ
る
）
。
六
郎
は
こ
の
後
、
国
際
活
映
株
式

会
社

（国
活
）
を
経
て
、
松
竹
本
社
営
業
部
外
国
部
長
と
し
て
入
社
就
任
し

た

（大
Ｈ

・
７
。
松
竹
キ
ネ
マ
合
名
社
は
大
正
九
年
創
立
。
『松
竹
百
年
史
』

本
史
　
平
８

・
■
に
よ
る
）
。
こ
こ
ま
で
岡
本
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
六
郎
は

震
災
後
し
ば
ら
く
は
西
官
に
居
た
が
、
『日
本
映
画
事
業
総
覧
　
昭
和
五
年

版
』
（市
川
彩
　
国
際
映
画
通
信
社
　
昭
５

。
７
。
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ

ン
都
市
文
化
　
１９
　
映
画
館
』
ゆ
ま
に
書
房
　
平
１８

・
５
所
収
）
「内
外
映

画
事
業
興
信
録
」
の
中
の
東
京

「
一
立
商
店
」
に

「伊
東
六
郎
氏
が
外
国
映

画
部
支
配
人
と
し
て
専
ら
来
配
を
振
つ
て
ゐ
る
」
と
あ
る
。
立
花
良
介
が
設

立
し
た

（大
１４

・
２
）

一
立
商
店
は
、
立
花
が
阪
妻
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
た
後
も
存
続
し
て
、
前
年
来
外
国
映
画
配
給
に
力
を
入
れ
、
佐
々
木
弦

雄
の
ワ
ー
ナ
ー
映
画
社
と
も
提
携
し
て
営
業
成
績
を
挙
げ
た
と
あ
る
。

（４
）

同
号

「総
評
言
」
に
、
「
日
課
表
は
作
物
と
対
照
し
て
其
人
の
生
活

状
態
の
一
般
を
知
ら
し
め
や
う
と
云
ふ
方
針
で
、
余
興
的
に
募
り
ま
し
た
」

と
あ
る
。

（５
）

同
号
に
、
「処
女
地
」
に
書
い
た
若
山
喜
志
子
の
「少
女
小
説
　
泡
雪
」

掲
載
。

（６
）

「赤
い
鳥
」
第
三
郵
便
物
の
認
可
の
た
め
に

「赤
い
鳥
会
員
」
と
い

う
名
を
使
わ
ず

「賛
助
読
者
」
と
い
う
名
で
御
賛
助
を
仰
ぐ
と
い
う

「謹
告
」

が
、
１
‐
３
号

（大
７

・
９
）
に
あ
る
。
１
１
３
号
の

「賛
助
読
者
名
簿
」

に
は
泉
鏡
太
郎

（鏡
花
Ｙ
有
嶋
生
馬
ら
、
１
１
４
号
に
は
嶋
崎
春
樹

（藤
村
）
、

小
川
健
作

（未
明
）
ら
、
１
１
５
号
に
は
芥
川
龍
之
介

・
小
山
内
薫
ら
の
名

が

「幹
事
」
と
し
て
あ
が
っ
て
い
る
。
２
１
１

（大
８

・
１
）
に
は

「処
女

地
」
に
書
い
た
細
川
武
子
の
名
も
見
え
る
。

（７
）

東
京
朝
日
新
聞

（大
８

・
■

・
２
朝
）
の
広
告

「内
外
時
論
　
同
盟

罷
工
と
サ
ボ
タ
ー
ジ
ユ
研
究
号
」
に
佐
藤
春
夫

「陥
穿
と
振
子
」
と
併
記
さ

れ
て
い
る
が
、
所
在
不
明
で
未
見
。
「雑
誌
読
ん
だ
ま
ま
」
で
言
及
さ
れ
た

泡
鳴
の
評
は
、
『岩
野
泡
鳴
全
集
』
（臨
川
書
店
　
平
６

・
１０
～
９

・
７
）
に

は
無
い
が
、
泡
鳴
の
推
薦
に
よ
っ
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
泡
鳴
の
日
記
か
ら

わ
か
る
。
英
子
は
「中
外
」
編
輯
部
で
泡
鳴
と
知
り
合
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（８
）

十
日
会
は
、
「文
芸
家
の
集
ま
り
　
十
日
会
」
（岡
落
葉
談

「読
売
新

聞
」
大
７

・
１０

・
６
朝
）
等
に
よ
れ
ば
、
大
正
三
年

一
〇
月
、
岩
野
泡
鳴
、

正
宗
得
三
郎
、
岡
落
葉
ら
西
大
久
保
に
住
ん
で
い
た
人
々
が
中
心
と
な
っ
て

始
ま
り
、
小
寺
菊
子
夫
妻
、
有
島
生
馬
、
山
田
邦
子
、
「処
女
地
」
の
画
家
・

埴
原
久
和
代
、
加
藤
朝
鳥
ら
を
出
席
者
と
し
て
、
男
女
混
交
で
春
秋
の
遠
足
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も
し
た
、
月

一
回
の
小
説
家

・
画
家
等
の
集
ま
り
で
あ
る
。
英
子
は
、
岩
野

泡
鳴

（大
９

・
５
没
）
の
家
を
訪
れ
、
岡
落
葉
と

「少
女
画
報
」
の
紅
の
花

会
の
遠
足
で
同
席
し
た
こ
と
も
あ
る
。
小
寺
菊
子
が
、
か
つ
て
の
伊
澤
み
ゆ

き
が

「
三
田
文
学
」
に
書
い
た
こ
と
を
知

っ
た
の
も
、
こ
の
会
の
席
上
か
も

し
れ
な
い
。

（
９
）
「
処
女
地
」
同
人
の
三
木
栄
子

「
夕
飯
」
と
併
載
。
目
次
に

「
文
壇

名
家
の
創
作
二
十
四
篇
」
と
あ
る
。
二
ヶ
月
後
の

「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
（大

１２

・
３

・
２０
）
の
作
品
も
、
三
木
栄
子

「
紡
ふ
」
と
併
載
。
「
処
女
地
」
終

刊
後
の
同
人
に
つ
い
て
、
藤
村
が
斡
旋
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（Ю
）

転
居
は
関
東
大
震
災
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
佐
々
木
弦
雄
は
、
日

本
に
正
式
な
支
社
の
な
か
っ
た
ワ
ー
ナ
ー

・
プ
ラ
ザ
ー
ズ
社
の
作
品
を
輸
入

し
、
配
給
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

（Ｈ
）

『戦
前
期
　
『週
刊
朝
日
』
総
目
次
』
で
は
、
「林
課
」執
筆
と
あ
る
。
「林

課
」
は
、
同
誌
に
昭
和

一
〇
年
頃
か
ら
科
学
等
に
関
わ
る
記
事
を
執
筆
し
た

医
学
博
士

（昭
１９
・４
・３０
の
記
載
）
。
ま
た
、
８
１
５
の
「女
郎
蜘
蛛
」
は

「女

学
生
達
」
に
な

っ
て
い
る
。

（１２
）

突
然
大
喀
血
に
襲
わ
れ

（昭
１７
・６
）
、自
宅
療
養
１
年
、
再
発
し

（昭

２２

・
８
）
、
入
院
し
て
二
回
の
成
形
手
術
を
受
け

（昭
２２
・
１０
～
昭
２３
・
４
）
、

半
年
で
生
協
と
区
会
の
仕
事
に
再
従
事
し
た
、
と
あ
る
。

（１３
）

英
子
は
、
伊
澤
英
子
と
し
て
投
書
を
は
じ
め
た
。
伊
東
英
子
と
林
真

珠
に
別
名
の
あ
る
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
結
婚
に
よ

っ
て
、
伊
澤
か
ら
伊
東
、

林
か
ら
山
本
と
、
姓
が
か
わ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
同

一
人
物
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
に
く
く
、
こ
れ
は
、
今
日
の
夫
婦
別
姓
問
題
に
関
わ
る
。

（１４
）

「
一
流
の
女
流
作
家
と
な
る
に
は
」
（「
少
女
の
友
」
昭
２４
・
４
）
、

「―
想
い
出
の
少
女
時
代
―
女
医
に
な
り
た
か
つ
た
私
」
（「少
女
の
友
」
昭

２６
・
１０
）。
久
米
依
子

『「少
女
小
説
」
の
生
成
』
（青
弓
社
　
平
２５
・
６
）
に

指
摘
が
あ
る
。
同
書
に
、
伊
澤
み
ゆ
き

「捨
犬
」
「美
智
さ
ま
参
る
」
等
ヘ

の
言
及
も
あ
る
。

（１５
）

敗
戦
で
、
「
そ
れ
ま
で
の
日
本
女
性
は
、
耐
え
忍
ぶ
こ
と
だ
け
が
美

徳
と
さ
れ
て
き
た
の
に
、
突
然
、
男
女
同
権
と
い
う
広
い
視
野
を
必
要
と
す

る
世
界
が
目
の
前
に
開
け
」
「生
き
る
張
り
合
い
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
」、

極
度
の
食
糧
不
足
の
時
代
だ
っ
た
の
で
生
活
協
同
組
合
の
実
現
に
踏
み
出
し

た
、
と
あ
る
。
ま
た
、
姑
が
嘉
次
郎
の
世
話
を

一
手
に
担
い
、
階
段
に
座
っ

て
嫁
が
息
子
に
会
い
に
行
く
の
も
拒
む
よ
う
な
家
で
あ
っ
た
か
ら
、
社
会
運

動
に
参
加
し
た
面
も
あ
り
、
嘉
次
郎
の
女
性
関
係
に
対
す
る
苦
し
み
は
、
結

核
の
大
手
術
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
、
と
も
あ
る
。

（１６
）

藤
村
が
二
本
榎
に
住
ん
だ
の
は
、
渡
仏
の
直
前
と
帰
国
後
の
大
正
五

年
七
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
で
あ
る
。
藤
村
は

「読
者
へ
」
（「処
女
地
」
大

ｎ

・
ｎ
）
に

「伊
東
英
子
、
三
宅
せ
い
子
の
二
人
は
発
行
者
の
旧
知
」
と
書

い
て
い
る
。

［付
記
］
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費

（基
盤
研
究
Ｃ
）
に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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